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3 - 6　11 ／ 11認知症カフェ
緑栄祭の初日に、地域介護福祉専攻１年生と「認
写真６　世代間交流により避難者対応を協議
写真７　様々な出来事への対応結果を示す平面図
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知症カフェ」を行った。
認知症カフェは認知症の人やその家族が地域の住
民や医療・介護の専門家と交流する場である。本学
では、会場にワークホーム祭り、ワークホームの避
難訓練当時の様子を示したパネルを飾った。また認
知症予防として、運動機器を設置した。学生考案の
指定運動回数を超えることができたなら景品贈呈と
100人限定のコーヒーサービスが効を奏して入場者
は多かった。ワークホームで出会った利用者の方も
みえて、学生と写真をみながら訓練当時を振り返る
姿があった。
肝心の認知症関係の相談は４件であった。認知症
ケア上級専門士２名が対応した。
４件共に､ 家族からのものであり、内容はBPSD
の対応、認知症の知識そして認知症予防であった。
カフェ自体の運営は学生が行ったが、認知症の相
談、来場者とのコミュニケーションには躊躇する姿が
みられた。聴覚障害の方と教員が手話で対応してい
る姿に感銘し、コミュニケーション手段獲得に意欲が
高まったとアンケートに記載した学生がいた。今後は
会場設定だけでなく、学生も専門士とともに相談場
面に立ち会えるような状況を作る必要がある。
４．学生の学び（まとめ）
障害のある方と実際に関わることができた体験
は、「ワークホームの避難訓練（以下、避難訓練）」、
「視覚障害のある方とのボウリング大会（以下、ボ
ウリング大会）」、「ワークホーム祭り」である。
これらのうち、「ボウリング大会」と「ワーク
ホーム祭り」は１年生が体験、「避難訓練」は２年
生が体験をしている。
障害のある方と関わる機会がまだ少ないと思われ
る１年生にとっては、当初不安や心配という気持ち
があったようだが、参加体験した内容がボウリング
やお祭りといったレクリエーション的な活動であっ
たこともあり、楽しく体験、活動をすることができ
た様子であった。そのような楽しい雰囲気の中で、
障害のある方と実際に関わることを通じて、障害の
ある方の様子や気持ちを知る機会になったと思われ
る。
また、２年生においては、ワークホームの避難訓
練を通して障害のある方と直接的にかかわり、障害
のある方一人ひとり個別性のある生の声を聞く機会
となっていた。机上の障害の理解ではなく、障害の
ある方が地域で生活している中で災害が起きた時に
どのようなことに困るのかを、より具体的、より現
実的に理解し、実生活に即しながら障害を理解する
ことになったように思われる。
これらの機会については、障害のある方とかかわ
ることを不得意とする学生がいることも踏まえなが
ら、今後も必要なことと思われる。
ことぶき大学校交流授業やHUG研修について
は、障害のある方と直接かかわる内容ではない。災
害をテーマに、世代の異なる人とのグループワーク
を通じて、人間関係力の育成や避難所運営について
学ぶ機会となっている。異世代の人とのグループ
ワークは、新しい見方や考え方の気づきにつながっ
ているようである。
HUG研修では、避難所運営という机上のシミュ
レーションを通して、災害時に避難所ではどのよう
な事態が起こるのか、さまざま事情を抱えた人が避
難してくること、その中には要配慮者といわれる避
難者がいることを知る機会となっている。机上とは
いえ、将来、福祉の専門職である介護福祉士になる
学生にとってこのような事態を想定した訓練をする
ことの意義は大きいと思われる。
５．新たにあげられた課題
本研究は、はじめに述べているように、平成24年
度文部科学省の「産業界のニーズに対応した教育改
善・充実体制整備事業」で助成を受け、取り組んだ
「産学協働による学生の社会的・職業的自立を促す
教育開発」の継続研究になる。今までの研究活動を
振り返り次の４課題が挙げられた。
災害と緊急時の専門力・人間力の育成をするため
に策定したのが下記のカリキュラムイメージであっ
た。（図１）
１：策定から４年となるが、見直しを行い、カリ
キュラムを現状に合ったものにしていかなければな
らない。
また、今年は全学的な拠点的福祉避難所運営訓練
を予定している。
２回行った避難所運営訓練により
①支援者側の学生の要配慮者に対する対応の未熟さ
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２：今年度は、障害者団体が行う行事に参加して交
流し、理解を深めたが、学生の学びからも、要配慮
者との交流の機会を継続して設ける必要性がある。
②避難所での時間の過ごし方についての検討不足
３：避難所生活は早期に解消され、できるだけ早く
自らの生活を取り戻すことが肝要とされるが、その
生活再建に向けて福祉職の関わりはどうあればよい
か。長期的観点にそった要配慮者への支援を模索す
る必要がある。
前回までは、参加学生が地域介護福祉専攻のみで
あった。福祉避難所の指定を受けた本学において
は、全学的な意識に変わらなければならない。
４：より具体的な福祉避難所としての全学的な運営
マニュアル作成が必要となる。
６．おわりに
福祉避難所運営訓練を一時お休みし、障害のある
方の理解・支援を体験的に学ぶ教育内容を取り入れ
ることで、学生・教員共に地域で生活している災害
時要配慮者の様子を理解した年であった。
また、船橋市介護支援専門員協議会研修委員と検
討した研修会は、平時も災害時も多職種協働によっ
て救命が図れるということを実感した学びの機会で
あった。
回を重ねる度に、課題が明らかになる。文字通
り、「災害・緊急時の専門力・人間力の育成」がよ
り明確になり、その育成方法開発につながるように
努力したい。
なお、本研究は植草学園短期大学共同研究の助成
を得て行われた。
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注釈
１）例年実施している避難訓練では、ワークホーム「デ
フ」の聴覚障害のある方が自らも避難行動をとりな
がら、他のワークホームまで行き、他の障害のある
方を避難誘導するという形をとっている。聴覚障害
の場合、耳は聞こえないものの、それ以外の身体や
知的機能やしっかりとしていることもあり、震災等
万が一の時は、知的障害や身体障害のある方を助け
に行くという考えに基づいている。
２）ワークホーム建物内の誘導については、指導員など
の職員が実施する。ワークホーム内は狭く、学生が
中に入って誘導するだけのスペースがないため。
３）専攻科生は、昨年度の拠点的福祉避難所運営訓練は
体験していない。
４）参加者数は、ワークホームの担当者から聞いた大凡
の人数である。訓練の途中で抜けたり、途中から参
加した方もいる。
